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TEM specimen preparation: mechanical polishing (VCR D500 DIMPLER)

OptoTEM utilized: TEMRaman interface equipped with JEM2000EX(4)

Fig. 1 2.362.48 eV の光照射によるらせん転位(図 a
の四角で囲った転位)のすべり運動．右下図は
すべり過程の模式図．(温度 120 K．照射光の
エネルギーは各図の右下に記載．低エネルギー
光より順次エネルギーを増加させ，900秒ずつ
照射．照射強度は 103 W m－2．）

Fig. 2 510 nm および 570 nm 発光帯の電子線照射下に
おける転位すべり運動に伴う発光強度の増加．
(温度 120 K におけるその場カソードルミネセ
ンス測定．照射強度は 5×1017 e mm－2 s－1．
397 nm の転位関連発光(3)の発光強度は変化し
ない．）
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(c)分光・分析法の高度化による新展開

OptoTEM 法による wZnO 中の転位の光学応答解析
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青・紫色発光素子へ応用が期待される ZnO は GaN
に比べて容易に転位が導入されるため(1)，応用に向け

て転位の光学応答を理解する必要がある．光照射下そ

の場透過電子顕微鏡観察(OptoTEM)法により(2)デ

バイス作製温度(650～850°C)において塑性変形で導

入した転位の光学応答を調べた．

光または電子線照射中，c 面上のらせん転位の一部

がすべり運動して混合転位に変化した．この運動は照

射強度が強いときのみ，室温でも低温(120 K)でも同

様に生じるため，転位の局在準位を介した電子励起効

果と結論される．バンドギャップエネルギー(120 K
で 3.38 eV)より小さい 2.362.48 eV の光照射で運動

が生じるため(Fig. 1)，この局在準位は深さ 0.90
1.02 eV に存在する．また，すべり運動とともに可視

領域の発光特性が改善された(Fig. 2)．
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